
T i m e  S c h e d u l e

討議16：30 - 

入所

課題演習

15：00 - 

開講式・オリエンテーション

13：15 - 14：45

9
月

1
日
／
月

日  程 令和7年9月1日(月)～9月5日(金) (5日間)

対  象 市区町村職員　中堅職員以上

定  員 60名

経  費 8,800円 （食費を除きます。また、教材用図書費が別に必要となる場合があります。）　

申込期限 令和7年6月3日(火)

場  所

廃棄物の処理とリサイクルの推進

令和7年度 専門実務課程

数人の演習班に分かれ、各市町村が直面

する政策課題をテーマとして、自主的な

グループ討議を行います。

市町村職員中央研修所研修部
TEL 043-276-3126 URL h t tps ://www . jamp .g r . j p

申込み
問合せ先

※記載内容は、都合により変更となることがありますので、あらかじめ御了承ください。
※研修開始の約１週間前に「WEBポータル」を通じて「時間割」を掲示しますので、最新情報をご確認ください。

申込方法

研修のご案内は「

https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/

循環型社会の形成、様々な廃棄物の処理及びリサイクル等に関する講義、演習等によ

り、廃棄物の処理及びリサイクルについての専門的知識の習得と実務遂行能力の向上を

目指します。

JAMP Newsletter 検　索☞

WEBポータル
市町村アカデミー

研修の
ペーパーレス化

JAMP Newsletter」でも配信しています。

講義

講義

9：00 - 10：35

廃棄物処理・リサイクルの現状と
今後の展開

廃棄物処理・リサイクルの歴史を踏ま

えた現状と課題・対応、関係法令とと

もに、今後の展開について学びます。

食品ロスに対する関心の高まりとなっ

ている背景や現状、今後の見通し、期

待されている市町村の役割について学

びます。

地域の中で果たすべき市町村の役割、

環境パートナーシップ、住民等の協

働、参加による環境づくりの現状と課

題、多様な主体との連携強化の方策、

SDGsの考え方、パートナーシップの

取り組み事例、持続可能な社会づくり

のための世界の動き等について学びま

す。

9
月

2
日
／
火

15：50 - 17：45

課題演習

13：00 - 15：35

循環型社会の形成と
環境パートナーシップ

環境省環境再生・資源循環局総務課

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）千葉市美浜区浜田１丁目１番地

・市町村アカデミーのホームページ右側に表示される「申込みはこちら」をクリック
して開いた「WEBポータル」から、お申込みください。

・「WEBポータル」のご利用に当たっては、アカウントの作成が必要となります。

・研修受講に当たっては、講義資料等の指定された電子データを「WEBポータル」

から、予めノートPC等の端末にダウンロードした上で持参してください。

・端末の持参が難しい場合は、講義資料等を紙に印刷して持参してください。

討議

10：50 - 12：00

食品ロス削減の課題解決に向けて
環境省環境再生・

資源循環局総務課リサイクル推進室

日本福祉大学国際学部特任教授

千頭　聡  氏

講義・演習

https://www.jamp.gr.jp/
https://www.jamp.gr.jp/
https://www.jamp.gr.jp/
https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/
https://app.jamp.gr.jp/portal_kenshu/
https://app.jamp.gr.jp/portal_kenshu/
https://app.jamp.gr.jp/portal_kenshu/
https://www.jamp.gr.jp/wp-content/uploads/2020/04/paperless.pdf
https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/
https://www.jamp.gr.jp/access/


T i m e  S c h e d u l e

13：00 - 15：35

ごみ減量資料室代表、東洋大学名誉教授

山谷　修作  氏

京都経済短期大学経営情報学科教授、

神戸大学大学院経済学研究科特命講師 

小島　理沙  氏

講義9：00 - 12：00

家庭ごみ有料化と処理コスト削減

ごみ有料化の現状と課題、今後の施

策、有料化のメリット及びデメリッ

ト、有料化による収入源の使途説明、

ごみ処理をめぐる各種制度の見直しに

よる業務効率化の取り組み等について

学びます。

これからの資源循環を考える

2021年より、日本は循環型社会から

循環経済に向かうと国・産業界と取組

をスタートさせましたが、どのように

持続可能にしてくかが課題となってい

る中で、循環経済をどう創っていく

か、自治体で何ができるかを議論しな

がら学びます。　

15：５０ - 17：45

課題演習

9
月

3
日
／
水

9：00 - 12：00

自治体における災害廃棄物対策

災害廃棄物の対策について、全体像か

らよく起こる問題、準備すべきことま

で、最新の情報と具体的な事例を交え

ながら、関連する法令についても、詳

しい解説のもとに学びます。

9
月

４
日
／
木

株式会社環境と開発代表取締役

田邉　陽介  氏

熊本県熊本市環境局資源循環部環境施設課課長

伊藤　暢章  氏

熊本地震の対応、令和２年人吉豪雨災

害や能登半島地震等への被災地支援の

事例を通して、いざ被災自治体となっ

た場合に必ず訪れる状況、災害ゴミを

適切に処理するために平時から取り組

むべきことについて学びます。　

9：00 - 12：00

課題演習
各班の討議結果を発表し、質疑応答や

意見交換を行います。その後、講師か

ら講評等をいただきます。9
月

5
日
／
金

12：10 - 修了式

15：50 - 17：45

課題演習

13：00 - 14：10

事例紹介
（災害廃棄物を処理するために）

討議

日本福祉大学国際学部特任教授

千頭　聡  氏

講義

講義

群馬県高崎市環境部一般廃棄物対策課

管理担当課長補佐

奥原　和子  氏

群馬県高崎市で、ごみ出しが困難な世

帯を支援する「高齢者ごみ出しＳＯ

Ｓ」を展開しております。支援制度の

構築に当たっては、高齢者の他、ごみ

出しに家族の協力が得られない世帯な

どにも配慮したサービスとなってお

り、事例紹介を通じて、誰もが安心し

て暮らせる生活環境への対応について

学びます。

14：25 - 15：35

事例紹介
（高齢社会のごみ出し支援）

討議

発表・講評

M E M O

レクチャー＆フォーラム

講義・演習
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